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Ⅰ 学 校 経 営 

《学校の教育目標》 「心を一つに、いきいきと」～かしこく、やさしく、たくましく～ 
 

《目指す学校像》  

 

 

 

 

 

 

《目指す教師像》 

【笑顔があふれる 元気な学校】 

○すべての児童が存在感や充実感の

もてる魅力ある学校 

○家庭・地域社会との連携による地域

とともにある学校 

○全教職員の力が結集される学校 

【自信と誇りをもって 

子供たちと向き合える教師】 

○人間性豊かで信頼される教師 

○幅広い視野と確かな指導力をもった 

教師 

○教育的愛情と使命感をもった教師 

 

 

 

《目指す子供像》【目指せ！南部っ子】 

知『力を合わせよう』 徳『心を合わせよう』 体『光を合わせよう』 

よく聞き、よく考え、 

しっかり学ぶ子供 

思いやりの心をもち、 

なかよく助け合う子供 

健康・安全に気を付け、 

元気に活動する子供 

○「分かる、できる、楽しい」授業の 

創造 
○個に応じた指導方法・指導体制の工 

夫・改善 
○言語活動の充実・コミュニケーショ 

ン能力の育成 

○思いやりのある人間関係づくり 
○道徳教育の充実・人権教育の推進 
○豊かな情操の育成 

・マンドリン活動  ・家族活動 
・勤労生産活動 
・ボランティア活動 

○基本的生活習慣の定着 
・早寝・早起き・朝ご飯 

・よい姿勢 
○教科体育、体育的活動の充実 
○食に関する指導の推進 
○保健・安全教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 本 年 度 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン 》 

１ 学習指導「読書活動の習慣化」 

   読書目標冊数（低学年：100冊 中学年：50冊 高学年：25冊）を達成する子供が80％以上を目指す。 

２ 豊かな心の育成「挨拶の推進」 

    登下校時や家庭において 自分から挨拶できる子供、挨拶を返せた子供が80％以上を目指す。 

３ 健康・安全指導「体力つくりの推進」 

   毎日楽しく運動する子供（チャレンジ3015を達成する子供）が80％以上を目指す。 

 

Ⅱ 研 修 計 画 

研究主題：主体的・対話的に学び合い、考えを深めていく子供の育成 

１ ねらいを明確にした学習課題を設定することで、子供たちは主体的に学習に取り組むことができる。 
① ねらいと学習課題、振り返りの一致（子供の実態把握、子供の問題意識に基づいた学習課題） 

② 単元の終末における子供の姿を見据えた単元構想（導入の工夫、次時へつながる振り返り） 

③ 他の学習で身に付けた知識・技能を生かした学習の工夫 

 

２ 子供たちの考えを関わらせる場を工夫（設定）することにより、考えを広げたり深めたりすること

ができる。 

① 子供たちの思いや考えが比較できるような構造的な板書の工夫 

② 子供の考えを明確にし、友達との関わりを生むための工夫 

③ 考えを共有するためのＩＣＴ機器の活用 

④ 意図を明確にした必要感のあるグループ学習 

《 本 年 度 の 重 点 目 標 》 
○ 安全・安心な学校づくり 
○ 健康の大切さを認識し、自らの健康維持や安全を確保できる能力の育成 
○ できた喜びや学ぶ楽しさを実感し、共に学び合う力の育成 
○ 主体的に学び、探究する力の育成 
○ 豊かな心や他を思いやる心の育成 
○ 保護者や地域から信頼され、期待される学校づくり 

 

安全・安心な学校づくり  地域とともにある学校  子供第一主義  働き方改革 

 

 

スローガン 

 



４月 
着任式 始業式 入学式 学習参観 

PTA総会 交通安全教室 

５月 
市学童体育大会 学校評議員会① 

宿泊学習(5･6年) 

６月 
PTA資源回収① 宿泊学習(4年) 給食試食会

学習参観 親学び講座 ふれあい講演会 

７月 水泳教室 個別懇談会 終業式 

８月 南部まつり 親子除草 

９月 始業式 運動会 

10月 
PTA資源回収② 学習発表会 就学時健診 

学校評議員会② 

11月 市絵画展 １日学習参観 

12月 個別懇談会 終業式 

１月 始業式 書初め大会  

２月 
スキー教室 学習参観 振興会総会  

卒業を祝う会 学校評議員会③ 

３月 卒業式 終了式 離任式 

 

Ⅲ 校 時 表               Ⅳ 主な年間行事 
 週時程             （第６学年の例） 

 

 
 
Ⅴ 児童数と学級編制                   （ ）は外数  令和 2 年 5 月１日現在 

学 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 特 合 計 

学 級 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児童数 
男 １１ ７ 8 １１ １３ ８ 0 ５８ 

女 １１ １2(2) １１ １２ １２ １２ 2 ７2 

合 計 ２２ １9（2） １9 ２３ ２５ ２０ 2 １３0 

 

Ⅵ 教職員一覧 

No 職 氏  名 主な分掌 No 職 氏  名 主な分掌 

1 校 長 水 橋 真 治 総  括 15 校務助手 成 瀬 美紀子 業務補助 

2 教 頭 松 越 正 純 総  務 16 校務助手 井 川 輝 秋 バス運転 環境整備 

3 教 諭 中 田 英 樹 教務主任 17 スタディ・メイト 本 堂 裕 子 授業補助 

4 教 諭 清 水 和 昌 あおぞら（知）特支コ 情報 18 スタディ・メイト 藤 田 由紀恵 授業補助 

5 教 諭 長谷川 貴 子 1年 保健主事 交通安全 19 スタディ・メイト 土 井 真優子 授業補助 

6 教 諭 鏑 木 知 子 4年 マンドリン 研究主任  20 学校司書 

 
村 山 奈緒美 図書館指導 

7 教 諭 野 田 壮 太 6年 児童会 ボランティア 21 教 諭・西部小 田 中 史 恵 英語専科 

8 教 諭 酒 井 佑 介 ５年 体育主任 生徒指導 22 教 諭・田中小 新 タ 克 美 通級指導 

9 教 諭 関 口 早 紀 ２年 幼保小 環境整備 23 教 諭・滑川中 高 村 ひとみ 土曜授業コーディネーター 

10 教 諭 島 谷 怜 佑 こだま（自・情）給食 防災 24 Ｓ Ｃ 丸 田 知 明 教育相談 

11 教 諭 飯 野 真 由 ３年 図書 作品応募 25 ＳＳＷ 誉 田 智 子 教育相談 

12 養護教諭 本 島 雅 美 保健指導 清掃美化 26 コンピュータ支援 堀 内 幸 子 コンピュータ支援 

13 主任専門員 牧 野 真理子 庶務･財務 27 ＡＬＴ チョン・ジョアンナ 英語指導 

14 校務助手 飛   三津夫 環境整備 28 英語活動支援員 毛 利 貴 子 英語活動支援 

  月 火 水 木 金 

朝活動  8:15～ 8:30 読書 読書 読書 読書 読書・集会 

朝の会  8:30～ 8:40 朝 の 会 

１校時  8:40～ 9:25   １   ２   ３   ４   ５ 

２校時  9:30～10:15   ６   ７ ８   ９   10 

業 間 10:15～10:40 ランランタイム・学級タイム・家族活動 

３校時 10:40～11:25   11   12   13   14   15 

４校時 11:30～12:15 16   17   18 19  20体/総 

給 食 12:15～13:00 給食 

休 憩 13:00～13:25 休憩 整頓 

ぐんぐんタイム 

休憩 

清 掃 13:25～13:40 清掃 清掃 

５校時 13:45～14:30 21   22  23道 24 25 

６校時 14:35～15:20 
26科 委員会 

クラブ 

  27   28 29総 

帰りの会 15:20～15:40 帰りの会 

・毎週木曜日の朝活動は、読書ボランティアよる読み聞か

せを行う。 

・業間は、体力つくり、縦割りグループによる活動を行う。 

・水曜の昼休みを長くとり、遊びや委員会・係活動を通し

た仲間づくりをする。 

・３年生以上では、科学の時間を週に 1時間設ける。 
・年８回、月１回の土曜日に授業を行う。年 11 回、月曜日 

に６(５)限を行い、外国語に関する授業増加分とする。 



Ⅶ 沿革の大要 
 昭和 53 年 10 月 起工式、校舎建築に着手(7 日)  平成 16 年 8 月 体育館屋根葺き替え 

 昭和 54 年 7月 体育館建設工事に着手  平成 17 年 8月 西側校舎２階教室・廊下に照明追加 

  8 月 校舎建設工事完了  平成 18 年 4月 南部小学校安全パトロール隊発足 

 昭和 55 年 1月 体育館建設工事完了  平成 19 年 8月 グラウンド整地工事 

  3 月 南部小学校竣工式(5 日)   11 月 マンドリン指導者(前田和彦氏) 

  3 月 山加積小学校・中加積小学校    追悼合同演奏会 

   修卒業式・閉校式(19 日)  平成 20 年 5月 グラウンド砂場整備工事 

  4 月 開校式第１回入学式(48 名入学)   12 月 えがお夢の森設置 

 昭和 56 年 3月 第１回卒業式(20 日、40 名卒業）  平成 21 年 4月 文部科学省指定小学校英語活動推 

 昭和 57 年 4月 緑の少年団結団（22 日）    進事業研究指定(１年間) 

 昭和 60 年 7月 プ－ル竣工 (18 日)   7 月 校舎大規模改修工事着手 

 昭和 62 年 11 月 県東部小学校教育課程(算数科)  平成 22 年 2月 西側校舎完成、引っ越し(16 日) 

   研究集会(S62～S63 年度指定)   8 月 東側校舎完成、引っ越し(6 日) 

 平成元年 11 月 創立 10 周年記念式典   9 月 竣工式(３日) 

 平成 3 年 7月 前庭東半分アスファルト舗装(24日)   11 月 創立 30 周年記念式典(14 日)   

 平成 4 年 11 月 マンドリン 20 周年記念演奏会(9日)  平成 23 年 4月 学力向上市町村教育委員会プラン 

 平成 5 年 11 月 市制 40 周年記念式典    研究委託事業拠点校指定（～24 年度） 

 平成 6 年 10 月 「国民文化祭・みえ 94」  平成 25 年 3月 体育館耐震工事完了 

   マンドリン演奏参加(3 日)   8 月 グラウンド改修工事完了 

 平成 8 年 10 月 コンピュータ棟の完成(31 日)  平成 26 年 4月 学力向上市町村教育委員会プラン 

  11 月 県東部小学校教育課程(音楽科)    研究委託事業拠点校指定 

   研究集会(H8～H9 年度指定)       平成 27 年 11 月 県東部小学校教育課程 

 平成 9 年 9月 前庭・プール横に夜間照明灯の設置     (外国語活動)研究集会（～28 年度） 

 平成 11 年 3月 南部校下諸団体主催  平成 28 年 4 月 新駐車場完成 

   「ふれあい講演会」開催    学力向上市町村教育委員会プラン 

  10 月 創立 20 周年記念式典    研究委託事業拠点校指定 

 平成 14 年 9月 県民芸術文化際出演  平成 29 年 8 月  図書室・コンピュータ室間仕切り設置 

   マンドリン演奏(新川文化ホール)  平成 30 年  12 月  交通安全ふれあいコンサート 

 平成 15 年 9月 コンピュータ室、各教室へ新規 PC 設置  令和 元年 12 月 タブレットＰＣ31 台導入 

       

Ⅷ 校舎平面図・敷地 
    

    

  

 

Ⅸ 関係団体役員等 
 (1)ＰＴＡ  (3)学校評議員会 

 会 長 高 橋   悟   福 田   恒 学識経験者 

 副会長 大 懸 直 也 北 野 泰 子  土 肥   保 和光保育園園長 

  笹 山 真 一 石 川 直 子  山 岸 玲 子 山加積地区主任児童委員 

  岩 田 祐 也 

皆 川 成 司 

津 幡 満紀子  本 田 庸 子 教育ボランティア 

小 幡 裕 次 元ＰＴＡ会長 

 (2)教育振興会   

 会 長 髙 橋 久 光   

 副会長 吉 井 竜 則 

藤 井   進 

神 田 忠 信    
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特（情)こだま

東階段
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１年
教材室

２年
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